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８
月
19
日
、(

一
社)

高
千
穂
町
観
光
協
会(
竹

尾
通
洋
会
長)

の
新
社
屋
が
完
成
し
、
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
約
１
７
０
人
が

出
席
。
神
事
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
三
田
井
地

区
神
楽
保
存
会
に
よ
る
「
住
吉
」
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　
竹
尾
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
こ
の
新
社
屋

を
拠
点
に
、
観
光
客
数
２
０
０
万
人
を
目
指

し
、
日
本
一
の
神
話
の
ま
ち
づ
く
り
、
世
界

一
の
観
光
地
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　
新
社
屋
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
木
造
３
階

建
て
で
、
宮
崎
県
産
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

高千穂町観光の新たな第一歩へ
高千穂町観光協会新社屋竣工式

　
８
月
7
日
、
高
千
穂
町
花
の
日
推

進
会
議(

会
長
・
甲
斐
宗
之
町
長)

が

町
内
11
事
業
所
を
訪
れ
、リ
ン
ド
ウ
や

小
菊
、ケ
イ
ト
ウ
、マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、

ホ
オ
ズ
キ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、花
卉
栽
培
の
振
興
と
花

に
彩
ら
れ
た
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の

推
進
の
た
め
、８
月
７
日
を「
高
千
穂

町
花
の
日
」と
し
て
制
定
し
て
い
ま

す
。各
事
業
所
か
ら｢

美
し
い
花
を
い

た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。事
務
所

に
飾
っ
て
み
な
さ
ん
に
お
披
露
目
し

た
い
」と
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

花に彩られたまちづくり
高千穂町花の日キャンペーン

　
8
月
1
日
か
ら
16
日
ま
で
、
高
千

穂
未
成
線
遺
構
写
真
展
が
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
写
真
展
は
、
企
画
観
光

課
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
倉
戸
ル
カ

さ
ん
に
よ
る
、
高
千
穂
未
成
線
遺
構

の
観
光
活
用
に
向
け
た
体
験
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
造
成
へ
の
取
組
み
の一つ
と
し

て
開
催
。

　
「
身
近
に
あ
る
未
成
線
遺
構
が
観

光
資
源
と
し
て
な
り
得
る
こ
と
を
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

旧国鉄高千穂～高森間の記憶
高千穂未成線遺構写真展

　
8
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
の
4
日

間
、
姉
妹
都
市
交
流
事
業
で
長
野
県

長
野
市
戸
隠
地
区
の
児
童
2
人
が
町

内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま
し
た
。

2
人
は
そ
れ
ぞ
れ
受
け
入
れ
先
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
町
内
の
観
光
地

を
巡
り
、
花
火
を
す
る
な
ど
し
て
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
お
別
れ
式
で
は
「
九
州
の
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
の
味
比
べ
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
。
ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
は
ト
ン
ネ

ル
や
シ
ャ
ボ
ン
玉
が
き
れ
い
で
し
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

姉妹都市交流
戸隠地区 高千穂町ホームステイ

　
８
月
３
日
、交
通
事
故
死
ゼ
ロ
市
町

村
表
彰
が
行
わ
れ
、宮
崎
県
よ
り
高
千

穂
町
へ
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

日
数
を
長
期
間
継
続
し
て
い
る
市
町

村
に
対
し
贈
ら
れ
、本
町
は
令
和
６
年

12
月
か
ら
令
和
８
年
６
月
ま
で
545
日

間
、交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
事
故
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
町
長
は
挨
拶
で
「
こ
れ
か
ら
も
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
記
録
が
継
続
し
て
い

く
よ
う
、地
域一体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」と
述
べて
い
ま
し
た
。

交通事故の無い地域を
交通事故死ゼロ市町村表彰

　
8
月
2
日
、
高
千
穂
町
釣
り
大
会

（
上
野
川
釣
り
大
会
実
行
委
員
会
主

催
）
が
上
野
出
張
所
付
近
の
上
野
川

に
て
行
わ
れ
、
子
ど
も
連
れ
の
家
族

や
釣
り
愛
好
家
ら
約
150
人
が
参
加

し
、
ヤ
マ
メ
や
ニ
ジ
マ
ス
を
釣
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
魚
の
つ
か

み
ど
り
も
開
催
さ
れ
、
ヤ
マ
メ
や
ニ

ジ
マ
ス
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
が
放
流
さ
れ

た
専
用
の
エ
リ
ア
で
は
、
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
魚
を
捕
ま
え
よ
う

と
熱
心
に
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

ウナギ捕まえたよ
高千穂町釣り大会開催

　
7
月
30
日
、和
太
鼓
奏
者
の
佐
藤

健
作
さ
ん
に
よ
る
奉
納
演
奏
が
、高

千
穂
神
社
拝
殿
前
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。佐
藤
さ
ん
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
閉
会
式
な
ど
で
演
奏
を
す
る
な

ど
、世
界
的
に
活
躍
さ
れ
て
お
り
、今

回
は「
た
ま
ゆ
ら
」や「
ち
は
や
ぶ
る
」

な
ど
の
演
目
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
奏
後
に
は
「
熊
本
地
震
で
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
々
へ
、一日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
、

世
界
の
平
安
を
願
っ
て
演
奏
し
ま
し

た
」と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

鳴り響く勇壮な音
和太鼓奏者「佐藤健作氏」奉納演奏

たかちホッとニュース たかちほっとニュース
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上野地区
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
業
委
員

佐藤　房美 松川　剛

江藤　賢二 田邊　貴紀
田原地区

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
業
委
員

田上　勝晴 川久保　弘信 新名　計雄

野尻　幸基 内倉　昭博 甲斐　さゆり

岩戸地区
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
業
委
員

佐藤　辰則 佐藤　
かつひこ

勝彦 甲斐　武重

佐藤　
てつひろ

哲弘 富髙　保文 佐藤　元生
向山地区

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
業
委
員

甲斐　
のりひで

範秀

飯干　
かねみつ

金光

押方地区
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
業
委
員

甲斐　
よねみつ

米光 奈須　晃

戸髙　
てつろう

徹郎 興梠　常行
三田井地区

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
業
委
員

興梠　
まさはる

政治 田﨑　留美子 興梠　明澄 興梠　秀幸

田﨑　
ひとし

仁志 田尻　眞二 後藤　
あきこ

明子 綾　
のりやす

教安

任
期　

令
和
８
年
７
月
20
日
〜
令
和
11
年
７
月
19
日

任
期
満
了
に
と
も
な
う
高
千
穂
町
農
業
委
員
会
の
改
選
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
改
正
農
業
委
員
会
法
が
平
成
28
年
か
ら
施
行
さ
れ
、

農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
」
が
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
千
穂
町
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
紹
介

　
８
月
2２
日
、
宮
崎
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
た「
第
41
回
宮
崎

県
消
防
操
法
大
会
」に
西
臼
杵
支
部
代
表
と
し
て
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
に
第
１
分
団
機
動
部
が
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
第

１
分
団
第
１
部
が
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
操
法
の
部
で
も
日
之
影
町
が
優

勝
し
、
西
臼
杵
支
部
が
３
部
門
を
制
覇
す
る
と
い
う
快
挙
を
達

成
し
ま
し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
優
勝
し
た
第
１
分
団
第
１
部
は
、

10
月
31
日
に
東
京
に
て
開
催
さ
れ
る
全
国
消
防
操
法
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

第
41
回
宮
崎
県
消
防
操
法
大
会
優
勝

ゆ  

な

　
７
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た「
第
62
回
宮
崎
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
中
央
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
」で
優
勝
し
た
高
千
穂
サ
ン
ラ
イ
ズ
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
、町
長
へ
優
勝
と
全
国
大
会
出
場
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
設
立
41
年
目
で
初
の
県
大
会
優
勝
で
、12
月

25
日
に
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る「
エ
ン
ジ
ョ
イ
！

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
６
」に

宮
崎
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
松
田
悠
愛
さ
ん
は「
優
勝
で
き

る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
嬉
し
い
。全
国

大
会
で
は
、サ
ー
ブ
レ
シ
ー
ブ
力
を
上
げ
、頑
張

り
た
い
」と
意
気
込
み
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
高
千
穂
サ
ン
ラ
イ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は

絶
賛
団
員
募
集
中
で
す
。

宮
崎
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
中
央
大
会

　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
優
勝
報
告

　
熊
本
地
震
被
災
地
へ
の
災
害
応
援

職
員
の
派
遣
が
行
わ
れ
、
本
町
よ
り

第
１
陣
と
し
て
、
消
防
防
災
係
の
橋

本
太
喜
係
長
、
矢
津
田
一
馬
主
任
主

事
の
２
名
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
派

遣
に
先
立
ち
町
長
か
ら
「
被
災
者
の

気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
身
体

に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
」

と
激
励
が
贈
ら
れ
、
２
人
は
「
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
手
助
け
が
で
き
る

よ
う
従
事
し
、
今
後
の
町
の
防
災
行

政
に
活
か
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。

一
日
で
も
早
い
復
興
の
た
め
に

熊
本
地
震
被
災
地
応
援
職
員
派
遣

たかちほっとニュース
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内からの旅行者だけでなく、世界農業遺産に
認定された地域の文化や暮らしに興味を持つ
海外からの旅行者も増えており、今後も宿泊
需要のさらなる高まりが期待されています。
　例えば、国内旅行者4名を2泊受け入れた場
合、1名1泊9,000円として、農村民泊協力報
酬は72,000円となります。地域の魅力を伝
えながら、新たな収入や地域とのつながりに
もつながる取り組みです。
　「興味はあるけれど、開業するには何をすれ
ばいいの？」という方もご安心ください。一般
社団法人ツーリズム高千穂郷では、開業に必
要な各所への相談や煩雑な手続きなどを、無
料でトータルサポートしています。
　あなたの家や地域での日常が、誰かにとっ
ては特別な旅になるかもしれません。高千穂
郷・椎葉山地域の魅力を次の世代へつなぎ、多
くの旅行者に届けるために、私たちと一緒に
農村民泊を始めてみませんか？

　ツーリズム高千穂郷の山下紘生です。私は
農村民泊や、地域の特産品を活かした商品づ
くりに取り組みながら、高千穂・椎葉山地域の
魅力を広く発信しています。
　「農村民泊」とは、世界農業遺産に認定され
た高千穂郷・椎葉山地域の豊かな自然や文化、
地域の暮らしを、旅行者の方に体験していた
だく体験型の宿泊サービスです。地域ならで
はの食事や農作業、自然とのふれあいなど、ホ
テルや旅館では味わえない「ここでしかでき
ない体験」を提供しています。
　農村民泊は、農家の方だけが開業できるも
のではありません。現在も、家業として農業を
営んでいる方だけでなく、非農家の方も農村
民泊受入家庭として活躍されています。「地
域の魅力を伝えたい」「人との交流を楽しみた
い」という思いがあれば、農村民泊を始めるこ
とができます。
 　近年、高千穂郷・椎葉山地域への宿泊に関
するお問い合わせは増加傾向にあります。国

宮崎県日南市出身。
令和6年4月に着任。
（一社）ツーリズム高千穂郷所属。
主なミッションは農泊、特産品
開発に関わりながら、高千穂郷・
椎葉山地域、世界農業遺産の魅
力をPR。

Yamashita  Koki
山下　紘生

一緒に農村民泊を始めてみませんか？一緒に農村民泊を始めてみませんか？　秋の訪れを感じる季節となりました。皆さん、文化や芸術に触れ、心を豊かにしませんか。
教育委員会では、11 月に「たかちほハートフル作品展」を開催します。どなたでも作品展示に
応募できますので、日頃の創作活動の成果を披露してみませんか？

園児や小中高生の作品、町民の方が生涯学習活動や創作活動において制作した作品を展示します。

主催

作品内容：絵画、デザイン、写真、書、陶芸、工芸など、個人や団体で創作されたもの
応募資格：高千穂町在住者、高千穂町に通園・通学・通勤されている方、または団体
応募方法：「応募用紙」を高千穂町中央公民館または役場教育委員会へ
                   持参・FAX・メールにてご提出ください。応募用紙は役場教育
                   委員会・中央公民館・各出張所に取りに来ていただくか、右記の
                   QRコードからもダウンロードできます。　　　　　  

作品の搬入：11月27日(金)の午前９時から正午までに、会場に各自搬入をお願いします。
                       (作品によっては、展示までお願いする場合があります。)
作品の搬出：11月30日(月)の午前9時～午前11時に搬出をお願いします。
そ　の　他：本作品展では、審査等は行いません。
　　　　　  開催期間(搬入・搬出を含む)における不慮の事故や災害による作品の破損等に
　　　　　  ついては、その責を負いません。 

高千穂町生涯学習推進会議・高千穂町・高千穂町教育委員会　
高千穂町文化協会　協力　高千穂町社会福祉協議会
11月27日（金）～29日（日）午前9時から午後5時まで※27日は午後3時から午後6時まで
高千穂町自然休養村管理センター及び高千穂町コミュニティセンター 

共催

会場
日時

令和 8年度　たかちほハートフル作品展

受付期間
作品の募集要項

令和8年9月14日(月)～10月19日(月)  

留意事項

お問い合わせ 高千穂町生涯学習推進会議事務局(高千穂町中央公民館内)
〒882-1101　高千穂町大字三田井723－1
電話　72－7219　FAX　72－5515　E-mail：town-takachiho@face.ne.jp 

町民の皆さまのご応募をお待ちしております

昨年度の展示作品（一部）

～今月のテーマ～
文化・芸術の秋！

「たかちほハートフル作品展」作品募集の案内
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クジラがしんだら
江口絵理 作　かわさきしゅんいち 絵
藤原義弘 監修
　クジラが死んだらどうなる？ーー深海と
いう厳しい世界に生きるユニークな生きも
のたちの、いっときの大宴会を描いた物語。

子どもだけでつくれる　　　　　　　　
焼かないお菓子
原 亜樹子 著
　すごい！焼かなくても、チーズケーキやチ
ョコレートバーができちゃう!?火を使わな
いから、子どもだけでも安全においしく作
れます。道具やうつわをあらうタイミング
がよくわかる、おかたづけマークつき。

夫婦ふたり、狭いキッチンの食事と収納　                    
幸せな小さな台所
ｃｈｉｅｍｉ 著
　狭い台所がスッキリ、心地よい空間に！憧
れの暮らしを叶えるヒント。築40年のアパ
ートで夫婦 2 人暮らし。6帖の狭い台所を
スッキリ見せる収納の工夫、季節の野菜を
使った簡単ごはんやのレシピも紹介。

図書館から 本のお知らせ

　洗濯のりと水、ホウ砂水を混ぜ、スライムを作りました。
ひんやり&ぷにぷにとした感触がたまらない、手づくりスライムが完成しました。

スライムづくり
8

18

　工藤真奈美さん（日之影町在住）を講師にお迎えし、子どもさんの手形や足形を利用した
作品を作りました。想像力をフルに使い、手形や足形が海の生き物などに大変身しました♪

夏の製作8
 5

※
感
染
症
等
の
影
響
に
よ
り
閉
館
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
開
館
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時
30
分

●
利
用
料　

無
料

� 

０
９
８
２（
72
）４
５
１
１

今
月
は
、
町
内
の
小
中
学
校
か
ら
、
67
句
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

高
千
穂
中
１
年  

児
嶋　
佑
尚

せ
み
の
声

　

友
と
笑
っ
て

　
　

帰
る
道

ゆ
た
か

上
野
小
２
年  

田
崎　
俐
斗

あ
か
と
ん
ぼ

　

ゆ
う
ひ
の
ま
え
を

　
　

と
ん
で
る
よ

り
と

名
月
を

　

音
で
い
ろ
ど
る

　
　

虫
の
声

田
原
小
５
年  

茨
木　
應
太

お
う
た

岩
戸
小
４
年  

佐
藤　
永
舵

え
い
た

あ
ま
が
え
る

  

ゲ
コ
ゲ
コ
と
鳴
る

　
　

音
楽
た
い

岩
戸
小
４
年  

工
藤　
日
宝

え
顔
よ
ぶ

　

オ
レ
ン
ジ
色
の

　
　

ひ
ま
わ
り
だひ

な
た

押
方
小
５
年  

戸
髙　
美
蒼

こ
っ
そ
り
と

　

お
月
見
だ
ん
ご

　
　

食
べ
ち
ゃ
っ
たみ

そ
ら

お
月
見
の

　

夜
に
う
さ
ぎ

　
　

見
れ
る
か
な

押
方
小
４
年  

佐
藤　
杏あ

ん
ず

高
千
穂
小
３
年  

甲
斐　
篤
季

ぶ
ど
う
た
べ

　

む
ら
さ
き
い
ろ
の

　
　

ビ
ー
玉
だ

あ
つ
き

が
ん
ば
っ
て

俳
句
を
つ
く
ろ
う

こ
ん
げ
つ

は
い
く

選
者
　
田
上
　
比
呂
美

　8月18日、高千穂町自然休養村管理センターにて天
孫降臨祭が開催されました。
　このイベントは、総合的な学習の一環として高千穂
中学校3年生の文化継承班による企画運営のもと、文
化継承における継承者不足の課題解決策として開催。
　3年生の冨髙桜子さんは「皆が楽しそうにしているの
が嬉しかった。このイベントを通して、子どもの頃から高
千穂の文化を体験し、少しでも後継者不足の解消にな
れば嬉しい」と述べていました。

さくらこ

8/18楽しく文化継承

孫降臨祭
楽しく文化継承

孫降臨祭天

　8月10日~12日、世界農業遺産(GIAHS)を学ぶ取組
みとして、高校生や東京大学、株式会社ソラシドエアが
連携したフィールドワークが実施されました。
　そのうち、刈干切唄の歴史を学ぶ班では、高千穂町民
謡協会長の興梠則夫さんから、刈干切唄の歴史や背景
などを実際に歌を交えながら教えてもらいました。
　東京大学2年の原田寧々さんは「面白おかしいエピソ
ードなども聞けて大変勉強になった」、高千穂校高校1
年の原田紗和寧さんは「中学生の頃に刈干切唄を歌っ
たことがあり、いろいろな話を聞けて良かった」と述べ
ていました。

さ  わ  ね

ね ね

世
GIAHS探究
界農業遺産を学ぶ
GIAHS探究
界農業遺産を学ぶ

8/11
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▶
点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
も
可
）

ご住所

電話番号　（　　　　　）　　　　ｰ

おなまえ

ペンネーム
※記入がない場合はイニシャルで表記させていただきます

郵 便 は が き

8 8 2 1 1 9 0
料金受取人払郵便

差出有効期限
令和8年12月
19日まで

延岡局承認

74

企画観光課　 行
高千穂町役場

高千穂町大字三田井 13 番地
宮崎県西臼杵郡

町民生活課より
　ご意見をお寄せいただきありがとうございます。現在、
高千穂峡周辺及び高千穂バスセンターには観光客の皆
様にご利用いただけるごみ箱を設置しておりますが、観
光客が訪れる町内全ての地域への設置には至っており
ません。今後も、観光業や飲食業を営む関係団体との連
携を図りながら、町内にごみが放置されることのないよ
う、効果的な取り組みについて検討して参ります。

　小売店でパートをしています。テイクアウトのジュ
ースのカップやソフトクリーム等を持ち歩きながら観
光される方が増えてきましたが、ゴミを捨てるとこが
ないため関係ない他店に大量に捨てて行ったり、車内
のゴミを捨てたり、トイレに弁当等のゴミを置いて行
ったりする方が多くて困っています。神殿や岩戸、高千
穂峡周辺等、観光客が多く歩くところにゴミ箱を設置
できないでしょうか？テイクアウト商品を提供した店
が回収してくれれば一番いいのでしょうが・・・
　　　　　　　　（ペンネーム：2児の母・40代・女性）

お寄せいただいたお問い合わせの一部をご紹
介します。紙面の都合上、要約させていただ
く場合がありますのでご了承ください。

お便り
ありがとうございます

郵 便 は が き
8

8
2

1
1

9
2

63円切手をお貼りください

高千穂町役場 企画観光課 行

　　　　　　　　 

ご住所

電話番号　（　　　　　）　　　　ｰ

おなまえ
ペンネーム

※記入がない場合はイニシャルで表記させていただきます

保健センターげんき荘　☎７３－１７１７

　健康づくりの取り組みを少しずつ積
み重ねることが、あなたの未来を作る
第一歩です。
　保健センターげんき荘では、皆さま
の健康づくりのサポートをしています。
気になることがありましたらお気軽に
ご相談ください。 

良い睡眠には、光・温度・音等の環境因子、生活習慣、嗜好品(カフェイン、タバ
コ、飲酒など) との付き合い方も重要です。心身の健康のために、個人差を踏まえ
て質・量ともに十分な睡眠を心がけましょう。
睡眠の不調や睡眠休養感の低下を感じる時は病気が潜んでいることもあるので注
意が必要です。 

喫煙は、がん・脳血管疾患・循環器疾患・糖尿病・COPD（慢性閉塞性肺疾患）な
ど様々な疾患の危険因子です。中でもCOPDの最大の発症要因で、今後、死亡原因
として急速に増加すると予測されています。
喫煙者だけでなく、その周囲の人の影響を考えると「禁煙」が望ましいです。医
療機関での禁煙外来を活用するのもおすすめです。 

主食・主菜・副菜をそろえるとバランスよく栄養素を摂ることができます。特に野
菜は生活習慣病の予防や腸内環境を整える働きをしてくれます。目標は1日350g（生
野菜で両手に3杯分）、今の食事にもう1皿野菜をプラスできるといいです。
また、高齢者は筋力・体力維持・低栄養予防のためたんぱく質（肉・魚など）も意識し
て食べましょう。牛乳やヨーグルトなどの乳製品を取り入れることもおすすめです。

身体活動量を増やすと、肥満や生活習慣病の悪化や予防、加齢に伴う筋肉量
の低下や認知機能低下のリスクを下げることができます。
少し早歩きをしてみる、庭での作業や掃除など、日常での体の動きを今より
10分増やすだけでも健康生活に変わります。 

“人生100年時代”と言われている現代。長い人生、いつまでも自分らしく元気に過ごすためには「健康寿命」を伸ば
すことが重要です。「疾病の早期発見・早期治療」「良い生活習慣で健康増進」この2本柱で、生活習慣病の発症と重
症化を予防しましょう。 

1に運動　２に食事　しっかり禁煙　良い睡眠　～健康寿命の延伸～

生活習慣病の特性や運動・食事・禁煙など個人の生活習慣の改善の重要性について
国民一人ひとりの理解を深め、さらにその健康づくりの実践を推進するため、本年も
９月１日から30日までを『健康増進普及月間・食生活改善普及運動月間』とし、普及啓
発活動を全国的に行います。 

９月は「健康増進普及月間・食生活改善普及運動月間」です

保健福祉総合センターげんき荘　☎0982（73）1717保健福祉総合センターげんき荘　☎0982（73）1717お問い合わせ

対象となる方
■老齢基礎年金を受給している方
以下の要件を、すべて満たしている必要があります。
●65歳以上で老齢基礎年金を受けている。
●請求者の世帯全員の住民税が非課税である。
●前年の公的年金等の収入金額とその他の所得
（給与所得や利子所得）との合計額が909,000円
以下である。

■障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
●障害基礎年金または遺族基礎年金を受けている。
●前年の所得が、「4,794,000円+扶養親族の数
　×38万円」以下である。  

これから新規に請求される方
❶対象者には、9月中旬ごろ日本年金機構から請求手
続きの案内が届きます。同封のハガキ「年金生活者
支援給付金請求書」を記入し提出してください。

❷なるべく令和８年12月末日までに届くように提出し
てください。
❸令和８年12月末日までに提出しなかった場合、令
和９年2月分以降からの支払いとなり、令和８年10
月分から令和９年1月分までの給付金が受け取れな
くなりますので注意してください。
　年金生活者支援給付金の請求でご不明な点等あり
ましたらお電話ください。

 給付金専用ダイヤル  ☎０５７０－０５－４０９２

ねhきh便h
町民生活課 国民年金係　☎0982（73）1203町民生活課 国民年金係　☎0982（73）1203お問い合わせ

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やその他の所得額が一定基準以下の
年金受給者を支援するために、年金に上乗せして給付金を支給される制度です。
　給付を受け取る場合には、請求手続きが必要となります。

年金生活者支援給付金をご存じですか？
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応援
ありがとう
ございます
応援
ありがとう
ございます

令和8年8月中の寄付金
　件数 280件
　金額 867万3700円
令和7年度合計
　件数 1081件
　金額 3488万4900円

令和8年8月中の       
事件（刑法犯）　件数　 5件
交通事故
　人身事故　　件数　 0件
　死　　者　　人数　 0人
　負 傷 者　　人数　 0人
　物損事故　　件数　 35件

令和8年9月1日現在
※カッコ内は先月との比較
世帯 4,796戸 （ －2）
人口    10,340人 （ －17）
　　男 5,003人 （   －8）
　　女 5,337人 （    －9）
令和8年8月中の
 転入   15人     転出  17人  
　出生     2人     死亡  17人

￥
9月の納期限
町県民　固定資産　軽自動車
国保　介護　後期高齢者
上（下）水道　簡易水道
下水道受益者負担金

　宮崎県消防操法大会では、本町
の出場隊が2部門を制覇する快挙。
出場隊全25隊を代表して、第１分団
第１部の甲斐亮一指揮班長が力強
い選手宣誓を行いました。

編

集

後

記

▼
ど
も
ど
も
ど
ー
も
、今
月
も
あ
っ
と
い
う

間
に
編
集
後
記
で
す
。気
付
け
ば
広
報
誌

を
作
り
始
め
て
６
か
月
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。４
月
の
編
集
後
記
で
カ
メ
ラ
の

使
い
方
が
分
か
ら
な
い
と
書
き
ま
し
た

が
、い
ま
だ
に
上
手
く
使
い
こ
な
せ
て
い

ま
せ
ん
。オ
ー
ト
機
能
に
頼
り
っ
ぱ
な
し

で
す
。▼
今
年
は
ア
ジ
ア
競
技
大
会
が
32

年
ぶ
り
に
日
本
で
開
催
さ
れ
ま
す
。ｅ
ス

ポ
ー
ツ
を
含
め
43
種
の
競
技
が
行
わ
れ
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
を
国
内
で
観
戦
で

き
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
。実
際
に
会

場
へ
行
っ
て
間
近
で
観
戦
し
て
み
た
い
で

す
。▼
宮
崎
県
消
防
操
法
大
会
で
の
２
部

門
制
覇
。本
町
初
の
快
挙
と
、長
い
訓
練

を
積
み
重
ね
高
い
レ
ベ
ル
ま
で
仕
上
げ
て

き
た
要
員
、そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た

団
員
の
努
力
の
結
果
を
目
の
当
た
り
に
し

た
時
、熱
く
込
み
あ
げ
て
く
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。今
月
も
最
後
ま
で
読
ん
で
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
ま
）

　
※
公
平
委
員
会
は
、
地
方
公
共
団
体
職
員

の
利
益
の
保
護
と
公
正
な
人
事
権
を
保
障
す

る
た
め
に
、
法
律
等
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
機

関
。
　
委
員
３
名(

３
町
各
１
名
ず
つ)

で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

西
臼
杵
郡
公
平
委
員
会
委
員
に
、

萩
原
二
三
男
さ
ん（
日
之
影
町
）が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

■
任
期

　
令
和
8
年
８
月
21
日
か
ら

　
令
和
12
年
８
月
20
日
ま
で

西
臼
杵
郡
公
平
委
員
会
委
員

里親支援センターみやざき

【
広
げ
よ
う「
里
親
」の
輪
】

 

　
　
10
月
は
里
親
月
間
で
す

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
保
護
者
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
ど
も
の
た
め
に「
里

親
制
度
」
が
あ
り
、一
定
期
間
、
里
親
の
家

庭
で
こ
ど
も
が
暮
ら
す
こ
と
で
、
こ
ど
も
の

個
性
に
合
っ
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
い
ま
、
日
本
に
は
親
と
離
れ
て
暮
ら
す
こ

ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。「
里
親
制
度
」
は
、

そ
う
し
た
こ
ど
も
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
い

れ
、
必
要
な
生
活
費
や
養
育
に
関
す
る
相
談

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
育
て
る
制
度
で
す
。

遺
族
名
　
　 （
住
　
所
）　
続
柄
　
物
故
者

甲
斐
美
惠
子 （
馬　
場
）   

夫　
　
忠

藤
原　
和
昭 （
下
川
登
）   

母　
　
民
子

甲
斐
優
美
子 （
神　
殿
）   

母　
　
千
津
子

飯
干　
正
巳 （
水
ヶ
崎
）   

父　
　
和
昭

佐
藤
登
美
子 （
土
呂
久
）   

夫　
　
經
春

林　
實
則 　
（
下
田
原
）   

母　
　
ミ
ヤ
子

甲
斐　
菊
治 （
馬　
場
）   

父　
　
健

香
典
返
し
高
千
穂
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
敬
称
略
）

お
し
か
た        

り
ひ
と

 

し
い
ば　
　
　
り　
と

椎
葉  

理
翔 

く
ん
（
長
男
・
町
区
）

　

 

恭
太
さ
ん　
　
秋
帆
さ
ん

押
方  

理
仁 

く
ん
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宮崎

社会生活基本調査HP

令和８年社会生活基本調査
にご協力ください
　総務省統計局と宮崎県では、１０
月２０日現在で社会生活基本調査
を実施します。
　皆様の生活時間や自由時間の活
動を把握し、政策の基礎資料とする
ものです。調査対象世帯には１０月
上旬から調査員が伺いますので、
趣旨をご理解の上、ご回答をお願
いします。
　詳細については宮崎県のホーム
ページをご覧ください。
　宮崎県統計調査課
　0985-26-7043

ハロウィンジャンボ宝くじが発売されます。

　「ハロウィンジャンボ宝くじ」と「ハロウィンジャンボミニ」が、9月16日㈬
から全国で2種類同時発売されます。
　この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対
策など地域住民の福祉向上のために使われます。
発売期間　令和8年9月16日㈬から10月16日㈮まで
抽せん日　令和8年10月26日㈪

9月から10月は「行政相談月
間」です
　総務省では、行政相談制度を広
く国民に周知し、利用していただく
ために9月から10月までの2カ月
間を「行政相談月間」と定め、広報
活動や相談所の開設を集中的に行
います。
　国などの役所の仕事について、
①苦情や困っていることがある
②相談をしてみたが、説明に納得
がいかない
③制度や仕組みが分からない
④どこに相談したらよいか分から
ない
などのお困りごとがありましたら、
行政相談員にご相談ください。
日時　10月21日(水)9時～12時
場所　天岩戸出張所
相談委員　田尻 成子 委員
　役場総務課　行政係
　73-1200
　総務省行政相談センター　きく
みみ宮崎
　0985-24-3370

事前エントリーはこちら▶

令和８年度福祉のしごとフェア
~県北エリア~を開催します

　延岡市・日向市・門川町・諸塚村・
椎葉村・美郷町・高千穂町・日之影
町・五ヶ瀬町の福祉事業所が参加す
る就職フェアを開催します。事業所ご
とに、仕事内容や職場の雰囲気、採
用情報などについて説明を行いま
す。また、仕事や資格に関する相談コ
ーナーも設置されます。
日時　10月21日㈬　13時30分～
15時30分
場所　延岡総合文化センター
　　  (延岡市東浜砂町611-2)
対象者　福祉関係事業所への就職
を希望する方であれば、どなたでも
参加可能
参加費　無料
その他　服装は自由で履歴書や予
約は不要です。
　宮崎県福祉人材センター
　0985-32-9740

令和8年度「全国労働衛生週
間」について

　全国労働衛生週間は、労働者の
健康管理や職場環境の改善など、
労働衛生に関する意識を高め、労
働者の健康を確保することを目的
とし、今年で第77回目を迎えます。
　労働者の健康確保を図るために
は、各事業場が必要な安全衛生情
報を収集し、労働衛生活動を推進
するとともに、労働者自らも職場の
健康管理活動の中から自身の健康
状況の把握と改善に努めることが
重要です。
　それぞれの職場で、労働衛生の
意識高揚を図り、自主的な労働衛
生管理活動を進め、誰もが安心し
て健康に働ける職場環境を築きま
しょう。
スローガン「ひとりひとりが貴重な
人材　心も体も健やかに　みんな
生き生き健康職場」
期間　10月1日㈭～10月7日㈬
※9月1日㈫~30日㈬は準備期間
　宮崎労働局労働基準部健康安全課
　0985-38-8835

　問合わせ先　　申込み先
ⓘ インフォメーション
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